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次
つぎ

の注
ちゅう

意
い

をよく読
よ

んでから解
かい

答
とう

してください。

【注
ちゅう

意
い

】

1．これは第
だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

の試
し

験
けん

問
もん

題
だい

Ｂです。表
ひょう

紙
し

とも 8 枚
まい

，32 問
もん

題
だい

あります。

2．解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）には間
ま

違
ちが

いのないように，試
し

験
けん

地
ち

，氏
し

名
めい

，受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

を記
き

入
にゅう

すると

ともに受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

の数
すう

字
じ

をぬりつぶしてください。

3．問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No. 1〜No. 2 までの 2 問
もん

題
だい

は，必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですので全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No. 3〜No.10 までの 8 問
もん

題
だい

のうちから 5 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.11〜No.27 までの 1 7 問
もん

題
だい

のうちから 1 5 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.28〜No.32 までの 5 問
もん

題
だい

は，施
せ

工
こう

管
かん

理
り

法
ほう

（応
おう

用
よう

能
のう

力
りょく

）の必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですので全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

以
い

上
じょう

の結
けっ

果
か

，全
ぜん

部
ぶ

で 27 問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

することになります。

4．それぞれの選
せん

択
たく

指
し

定
てい

数
すう

を超
こ

えて解
かい

答
とう

した場
ば

合
あい

は，減
げん

点
てん

となります。

5．試
し

験
けん

問
もん

題
だい

の漢
かん

字
じ

のふりがなは，問
もん

題
だい

文
ぶん

の内
ない

容
よう

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えないものとします。

6．解
かい

答
とう

は別
べつ

の解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）にHBの鉛
えん

筆
ぴつ

又
また

はシャープペンシルで記
き

入
にゅう

してくださ

い。（万
まん

年
ねん

筆
ひつ

・ボールペンの使
し

用
よう

は不
ふ

可
か

）

問題番号 解答記入欄

No. / 1 2 3 4

No. 0 1 2 3 4




No. 10 1 2 3 4

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は となっていますから，

当
とう

該
がい

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

の解
かい

答
とう

記
き

入
にゅう

欄
らん

の正
せい

解
かい

と思
おも

う数
すう

字
じ

を一
ひと

つぬりつぶしてください。

解
かい

答
とう

のぬりつぶし方
かた

は，解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

の解
かい

答
とう

記
き

入
にゅう

例
れい

（ぬりつぶし方
かた

）を参
さん

照
しょう

してください。

なお，正
せい

解
かい

は�問
もん

について一
ひと

つしかないので，二
ふた

つ以
い

上
じょう

ぬりつぶすと正
せい

解
かい

となりません。

7．解
かい

答
とう

を訂
てい

正
せい

する場
ば

合
あい

は，プラスチック消
け

しゴムできれいに消
け

してから訂
てい

正
せい

してください。

消
け

し方
かた

が不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

な場
ば

合
あい

は，二
ふた

つ以
い

上
じょう

解
かい

答
とう

したこととなり正
せい

解
かい

となりません。

8．この問
もん

題
だい

用
よう

紙
し

の余
よ

白
はく

は，計
けい

算
さん

等
とう

に使
し

用
よう

してもさしつかえありません。

ただし，解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は計
けい

算
さん

等
とう

に使
し

用
よう

しないでください。

9．解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）を必
かなら

ず試
し

験
けん

監
かん

督
とく

者
しゃ

に提
てい

出
しゅつ

後
ご

，退
たい

室
しつ

してください。

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）は，いかなる場
ば

合
あい

でも持
も

ち帰
かえ

りはできません。

10．試
し

験
けん

問
もん

題
だい

は，試
し

験
けん

終
しゅう

了
りょう

時
じ

刻
こく

（ 1 5 時
じ

4 5 分
ぷん

）まで在
ざい

席
せき

した方
かた

のうち，希
き

望
ぼう

者
しゃ

に限
かぎ

り持
も

ち帰
かえ

りを認
みと

めます。途
と

中
ちゅう

退
たい

室
しつ

した場
ば

合
あい

は，持
も

ち帰
かえ

りはできません。

令
れい

和
わ

�年
ねん

度
ど

�級
きゅう

電
でん

気
き

通
つう

信
しん

工
こう

事
じ

施
せ

工
こう

管
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

検
けん

定
てい

第
だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

試
し

験
けん

問
もん

題
だい

Ｂ

午
ご

後
ご

一
いち

次
じ

この試験問題用紙は，再生紙を使用しています｡
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.1〜 No.2 までの 2 問
もん

題
だい

は，必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですので全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

【No. 1】 �公
こう

共
きょう

工
こう

事
じ

標
ひょう

準
じゅん

請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

約
やっ

款
かん

�に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 受
じゅ

注
ちゅう

者
しゃ

は，設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

において監
かん

督
とく

員
いん

の検
けん

査
さ

を受
う

けて使
し

用
よう

すべきものと指
し

定
てい

された工
こう

事
じ

材
ざい

料
りょう

に

ついては，当
とう

該
がい

検
けん

査
さ

に合
ごう

格
かく

したものを使
し

用
よう

しなければならない。

⑵ 工
こう

事
じ

材
ざい

料
りょう

の品
ひん

質
しつ

は，設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

にその品
ひん

質
しつ

が明
めい

示
じ

されていない場
ば

合
あい

にあっては，下
か

等
とう

の品
ひん

質
しつ

を

有
ゆう

するものとする。

⑶ 受
じゅ

注
ちゅう

者
しゃ

は，工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

内
ない

に搬
はん

入
にゅう

した工
こう

事
じ

材
ざい

料
りょう

を監
かん

督
とく

員
いん

の承
しょう

諾
だく

を受
う

けないで工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

外
がい

に搬
はん

出
しゅつ

してはならない。

⑷ 監
かん

督
とく

員
いん

は，災
さい

害
がい

防
ぼう

止
し

その他
た

工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

上
じょう

特
とく

に必
ひつ

要
よう

があると認
みと

めるときは，受
じゅ

注
ちゅう

者
しゃ

に対
たい

して臨
りん

機
き

の措
そ

置
ち

をとることを請
せい

求
きゅう

することができる。

【No. 2】 下
か

図
ず

に示
しめ

すテレビ共
きょう

同
どう

受
じゅ

信
しん

設
せつ

備
び

系
けい

統
とう

図
ず

において，5，6の日
に

本
ほん

産
さん

業
ぎょう

規
き

格
かく

（JIS）で定
さだ

められた記
き

号
ごう

の名
めい

称
しょう

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものはどれか。

5 6

⑴ パラボラアンテナ :分
ぶん

配
ぱい

器
き

⑵ パラボラアンテナ :分
ぶん

岐
き

器
き

⑶ テレビジョンアンテナ :分
ぶん

配
ぱい

器
き

⑷ テレビジョンアンテナ :分
ぶん

岐
き

器
き

― 1 ―
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.3〜 No.10 までの 8 問
もん

題
だい

のうちから 5 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

【No. 3】 電
でん

気
き

設
せつ

備
び

において，低
てい

圧
あつ

幹
かん

線
せん

の施
し

設
せつ

や低
てい

圧
あつ

分
ぶん

岐
き

回
かい

路
ろ

等
とう

の施
し

設
せつ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，�電
でん

気
き

設
せつ

備
び

の技
ぎ

術
じゅつ

基
き

準
じゅん

の解
かい

釈
しゃく

�上
じょう

，誤
あやま

っているものはどれか。

ただし，負
ふ

荷
か

には電
でん

動
どう

機
き

又
また

はこれに類
るい

する起
き

動
どう

電
でん

流
りゅう

が大
おお

きい電
でん

気
き

機
き

械
かい

器
き

具
ぐ

は接
せつ

続
ぞく

され

ていないものとする。

⑴ 低
てい

圧
あつ

幹
かん

線
せん

の電
でん

線
せん

として，当
とう

該
がい

低
てい

圧
あつ

幹
かん

線
せん

を通
つう

じて供
きょう

給
きゅう

される電
でん

気
き

使
し

用
よう

機
き

械
かい

器
き

具
ぐ

の定
てい

格
かく

電
でん

流
りゅう

の合
ごう

計
けい

値
ち

以
い

上
じょう

の許
きょ

容
よう

電
でん

流
りゅう

のものを使
し

用
よう

するが，需
じゅ

要
よう

率
りつ

が明
あき

らかな場
ば

合
あい

には，需
じゅ

要
よう

率
りつ

によって修
しゅう

正
せい

した電
でん

流
りゅう

値
ち

とすることができる。

⑵ 低
てい

圧
あつ

幹
かん

線
せん

の電
でん

源
げん

側
がわ

電
でん

路
ろ

に施
し

設
せつ

する過
か

電
でん

流
りゅう

遮
しゃ

断
だん

器
き

には，当
とう

該
がい

低
てい

圧
あつ

幹
かん

線
せん

の許
きょ

容
よう

電
でん

流
りゅう

以
い

下
か

の定
てい

格
かく

電
でん

流
りゅう

のものを使
し

用
よう

する。

⑶ 低
てい

圧
あつ

分
ぶん

岐
き

回
かい

路
ろ

に使
し

用
よう

する電
でん

線
せん

の許
きょ

容
よう

電
でん

流
りゅう

が，低
てい

圧
あつ

幹
かん

線
せん

を保
ほ

護
ご

する過
か

電
でん

流
りゅう

遮
しゃ

断
だん

器
き

の定
てい

格
かく

電
でん

流
りゅう

の

35 ％未
み

満
まん

であるため，低
てい

圧
あつ

幹
かん

線
せん

の分
ぶん

岐
き

点
てん

からの電
でん

線
せん

の長
なが

さがDmの箇
か

所
しょ

に低
てい

圧
あつ

分
ぶん

岐
き

回
かい

路
ろ

を保
ほ

護
ご

する過
か

電
でん

流
りゅう

遮
しゃ

断
だん

器
き

を施
し

設
せつ

する。

⑷ 低
てい

圧
あつ

分
ぶん

岐
き

回
かい

路
ろ

に使
し

用
よう

する電
でん

線
せん

の許
きょ

容
よう

電
でん

流
りゅう

が，低
てい

圧
あつ

幹
かん

線
せん

を保
ほ

護
ご

する過
か

電
でん

流
りゅう

遮
しゃ

断
だん

器
き

の定
てい

格
かく

電
でん

流
りゅう

の

50 ％であるため，低
てい

圧
あつ

幹
かん

線
せん

の分
ぶん

岐
き

点
てん

からの電
でん

線
せん

の長
なが

さがEmの箇
か

所
しょ

に低
てい

圧
あつ

分
ぶん

岐
き

回
かい

路
ろ

を保
ほ

護
ご

す

る過
か

電
でん

流
りゅう

遮
しゃ

断
だん

器
き

を施
し

設
せつ

する。

【No. 4】 負
ふ

荷
か

率
りつ

の計
けい

算
さん

式
しき

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 負
ふ

荷
か

率
りつ

＝
最
さい

大
だい

需
じゅ

要
よう

電
でん

力
りょく

［kW]

平
へい

均
きん

需
じゅ

要
よう

電
でん

力
りょく

［kW]
姶 100［％］

⑵ 負
ふ

荷
か

率
りつ

＝
平
へい

均
きん

需
じゅ

要
よう

電
でん

力
りょく

［kW]

最
さい

大
だい

需
じゅ

要
よう

電
でん

力
りょく

［kW]
姶 100［％］

⑶ 負
ふ

荷
か

率
りつ

＝
最
さい

大
だい

需
じゅ

要
よう

電
でん

力
りょく

［kW]

設
せつ

備
び

容
よう

量
りょう

［kW]
姶 100［％］

⑷ 負
ふ

荷
か

率
りつ

＝
設
せつ

備
び

容
よう

量
りょう

［kW]

最
さい

大
だい

需
じゅ

要
よう

電
でん

力
りょく

［kW]
姶 100［％］

― 2 ―
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【No. 5】 日
に

本
ほん

産
さん

業
ぎょう

規
き

格
かく

JIS C4411-3で規
き

定
てい

されている無
む

停
てい

電
でん

電
でん

源
げん

装
そう

置
ち

（UPS）に関
かん

する記
き

述
じゅつ

と

して，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 並
へい

列
れつ

冗
じょう

長
ちょう

UPSは，常
じょう

用
よう

UPSユニットの故
こ

障
しょう

に備
そな

えて，1 台
だい

以
い

上
じょう

の UPSユニットを待
たい

機
き

さ

せておくシステムである。

⑵ 双
そう

方
ほう

向
こう

コンバータは，整
せい

流
りゅう

器
き

及
およ

びインバータの両
りょう

方
ほう

の機
き

能
のう

をもった半
はん

導
どう

体
たい

電
でん

力
りょく

変
へん

換
かん

装
そう

置
ち

で，

有
ゆう

効
こう

電
でん

力
りょく

の流
なが

れを逆
ぎゃく

にできる交
こう

直
ちょく

変
へん

換
かん

装
そう

置
ち

である。

⑶ UPSユニットは，インバータ，整
せい

流
りゅう

器
き

及
およ

び蓄
ちく

電
でん

池
ち

などのエネルギー蓄
ちく

積
せき

装
そう

置
ち

をそれぞれJつ

以
い

上
じょう

ずつもっている UPSの構
こう

成
せい

要
よう

素
そ

である。

⑷ 無
む

停
てい

電
でん

電
でん

源
げん

装
そう

置
ち

（UPS）は，半
はん

導
どう

体
たい

電
でん

力
りょく

変
へん

換
かん

装
そう

置
ち

，スイッチ及
およ

びエネルギー蓄
ちく

積
せき

装
そう

置
ち

を組
く

み

合
あ

わせ，入
にゅう

力
りょく

電
でん

源
げん

異
い

常
じょう

のときに負
ふ

荷
か

電
でん

力
りょく

の連
れん

続
ぞく

性
せい

を確
かく

保
ほ

できるようにした電
でん

源
げん

装
そう

置
ち

である。

【No. 6】 キュービクル式
しき

高
こう

圧
あつ

受
じゅ

電
でん

設
せつ

備
び

の主
しゅ

遮
しゃ

断
だん

装
そう

置
ち

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

の に当
あ

てはま

る語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものはどれか。

�PF・S 形
がた

は， ア と イ とを組
くみ

合
あわ

せたもの，又
また

は一
いっ

体
たい

としたものであ

る。�

5 6

⑴ 遮
しゃ

断
だん

器
き

限
げん

流
りゅう

ヒューズ

⑵ 遮
しゃ

断
だん

器
き

過
か

電
でん

流
りゅう

継
けい

電
でん

器
き

⑶ 高
こう

圧
あつ

交
こう

流
りゅう

負
ふ

荷
か

開
かい

閉
へい

器
き

限
げん

流
りゅう

ヒューズ

⑷ 高
こう

圧
あつ

交
こう

流
りゅう

負
ふ

荷
か

開
かい

閉
へい

器
き

過
か

電
でん

流
りゅう

継
けい

電
でん

器
き
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【No. 7】 空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

設
せつ

備
び

の空
くう

気
き

調
ちょう

和
わ

方
ほう

式
しき

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 定
てい

風
ふう

量
りょう

単
たん

一
いつ

ダクト方
ほう

式
しき

は，空
くう

調
ちょう

機
き

でつくり出
だ

された調
ちょう

和
わ

空
くう

気
き

をダクトを通
とお

して各
かく

室
しつ

へ一
いっ

定
てい

風
ふう

量
りょう

で送
そう

風
ふう

する方
ほう

式
しき

である。

⑵ 各
かく

階
かい

ユニット方
ほう

式
しき

（外
がい

気
き

処
しょ

理
り

空
くう

調
ちょう

機
き

付
つ

き）は，外
がい

気
き

処
しょ

理
り

用
よう

の一
いち

次
じ

空
くう

調
ちょう

機
き

と各
かく

階
かい

または各
かく

ゾー

ンに分
ぶん

散
さん

設
せっ

置
ち

した二
に

次
じ

空
くう

調
ちょう

機
き

が併
へい

設
せつ

される方
ほう

式
しき

である。

⑶ ファンコイルユニット方
ほう

式
しき

は，冷
れい

却
きゃく

兼
けん

加
か

熱
ねつ

コイル及
およ

び送
そう

風
ふう

機
き

等
とう

を内
ない

蔵
ぞう

したファンコイルユ

ニットと呼
よ

ばれる室
しつ

内
ない

用
よう

小
こ

型
がた

空
くう

調
ちょう

機
き

を各
かく

室
しつ

に設
せっ

置
ち

して，それに中
ちゅう

央
おう

機
き

械
かい

室
しつ

より冷
れい

水
すい

または温
おん

水
すい

を供
きょう

給
きゅう

し，送
そう

風
ふう

機
き

で室
しつ

内
ない

空
くう

気
き

を循
じゅん

環
かん

させる方
ほう

式
しき

である。

⑷ 放
ほう

射
しゃ

冷
れい

暖
だん

房
ぼう

方
ほう

式
しき

（ダクト併
へい

用
よう

）は，圧
あっ

縮
しゅく

機
き

・凝
ぎょう

縮
しゅく

器
き

・蒸
じょう

発
はつ

機
き

などの冷
れい

凍
とう

サイクル系
けい

機
き

器
き

及
およ

び送
そう

風
ふう

機
き

・エアフィルタ・自
じ

動
どう

制
せい

御
ぎょ

機
き

器
き

などをケーシングに収
しゅう

納
のう

した工
こう

場
じょう

生
せい

産
さん

のパッケージ

型
かた

空
くう

調
ちょう

機
き

を単
たん

独
どく

または多
た

数
すう

設
せっ

置
ち

する方
ほう

式
しき

である。

【No. 8】 スプリンクラー設
せつ

備
び

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 閉
へい

鎖
さ

型
がた

スプリンクラーヘッドは，火
か

災
さい

時
じ

に発
はっ

生
せい

する熱
ねつ

が一
いっ

定
てい

温
おん

度
ど

になるとヘッドのシール機
き

構
こう

が分
ぶん

解
かい

され放
ほう

水
すい

口
こう

が開
かい

放
ほう

されることで散
さん

水
すい

する。

⑵ 予
よ

作
さ

動
どう

式
しき

スプリンクラー設
せつ

備
び

は，閉
へい

鎖
さ

型
がた

スプリンクラーヘッドまでの配
はい

管
かん

系
けい

統
とう

に常
じょう

時
じ

消
しょう

火
か

水
すい

を加
か

圧
あつ

充
じゅう

水
すい

しておく方
ほう

式
しき

である。

⑶ 乾
かん

式
しき

スプリンクラー設
せつ

備
び

は，流
りゅう

水
すい

検
けん

知
ち

装
そう

置
ち

のL次
じ

側
がわ

から閉
へい

鎖
さ

型
がた

スプリンクラーヘッドまでの

配
はい

管
かん

系
けい

統
とう

に常
じょう

時
じ

空
くう

気
き

を加
か

圧
あつ

充
じゅう

填
てん

しておく方
ほう

式
しき

である。

⑷ 開
かい

放
ほう

式
しき

スプリンクラー設
せつ

備
び

は，開
かい

放
ほう

型
がた

スプリンクラーヘッドを使
し

用
よう

し，感
かん

知
ち

器
き

と連
れん

動
どう

するかあ

るいは手
しゅ

動
どう

起
き

動
どう

装
そう

置
ち

によって一
いっ

斉
せい

開
かい

放
ほう

弁
べん

を開
かい

放
ほう

することで散
さん

水
すい

する方
ほう

式
しき

である。

【No. 9】 フレッシュコンクリートの性
せい

質
しつ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ コンシステンシーは，フレッシュコンクリートの変
へん

形
けい

あるいは流
りゅう

動
どう

に対
たい

する抵
てい

抗
こう

性
せい

のことで

ある。

⑵ ポンパビリティーは，仕
し

上
あ

げのしやすさを表
あらわ

す性
せい

質
しつ

である。

⑶ ワーカビリティーは，型
かた

に詰
つ

めやすく，粘
ねば

りがあり，くずれたり，材
ざい

料
りょう

が分
ぶん

離
り

したりするこ

とがないような性
せい

質
しつ

である。

⑷ フィニッシャビリティーは，練
ねり

混
ま

ぜ，運
うん

搬
ぱん

，打
うち

込
こ

み，締
しめ

固
かた

め，仕
し

上
あ

げなどの作
さ

業
ぎょう

のしやすさ

のことである。
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【No. 10】 防
ぼう

火
か

区
く

画
かく

を貫
かん

通
つう

する施
せ

工
こう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

の に当
あ

てはまる名
めい

称
しょう

として，

適
てき

当
とう

なものはどれか。

�ケーブルが防
ぼう

火
か

区
く

画
かく

を貫
かん

通
つう

する場
ば

合
あい

は， による認
にん

定
てい

を受
う

けた工
こう

法
ほう

をその貫
かん

通
つう

部
ぶ

に適
てき

用
よう

する。�

⑴ 総
そう

務
む

大
だい

臣
じん

⑵ 経
けい

済
ざい

産
さん

業
ぎょう

大
だい

臣
じん

⑶ 国
こく

土
ど

交
こう

通
つう

大
だい

臣
じん

⑷ 都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

知
ち

事
じ
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.11〜 No.27 までの 17 問
もん

題
だい

のうちから 15 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

【No. 11】 同
どう

軸
じく

ケーブルの施
せ

工
こう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 屋
おく

内
ない

配
はい

線
せん

において，同
どう

軸
じく

ケーブルが低
てい

圧
あつ

ケーブルと交
こう

差
さ

する場
ば

合
あい

は，同
どう

軸
じく

ケーブルと低
てい

圧
あつ

ケー

ブルが接
せっ

触
しょく

しないように敷
ふ

設
せつ

する。

⑵ 同
どう

軸
じく

ケーブルを曲
ま

げる場
ば

合
あい

は，被
ひ

覆
ふく

が傷
いた

まないように行
おこな

い，その曲
ま

げ半
はん

径
けい

は使
し

用
よう

する同
どう

軸
じく

ケー

ブルの許
きょ

容
よう

曲
ま

げ半
はん

径
けい

より小
ちい

さくならないようにする。

⑶ 同
どう

軸
じく

ケーブルと機
き

器
き

との接
せつ

続
ぞく

，同
どう

軸
じく

ケーブル相
そう

互
ご

の接
せつ

続
ぞく

は，同
どう

軸
じく

ケーブルの種
しゅ

類
るい

に対
たい

応
おう

したコ

ネクタを用
もち

いて行
おこな

う。

⑷ 新
しん

:KOK衛
えい

星
せい

放
ほう

送
そう

に対
たい

応
おう

した衛
えい

星
せい

放
ほう

送
そう

用
よう

受
じゅ

信
しん

アンテナからテレビ受
じゅ

像
ぞう

機
き

までの給
きゅう

電
でん

線
せん

とし

て使
し

用
よう

する同
どう

軸
じく

ケーブルにはDC -LVが適
てき

している。

【No. 12】 光
ひかり

ファイバケーブルの接
せつ

続
ぞく

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 融
ゆう

着
ちゃく

接
せつ

続
ぞく

は，誘
ゆう

導
どう

加
か

熱
ねつ

により光
ひかり

ファイバを直
ちょく

接
せつ

加
か

熱
ねつ

して溶
と

かすことで接
せつ

続
ぞく

する方
ほう

法
ほう

が一
いっ

般
ぱん

的
てき

である。

⑵ メカニカルスプライスは，光
ひかり

ファイバの端
たん

面
めん

と端
たん

面
めん

を V溝
みぞ

上
じょう

や精
せい

密
みつ

パイプ内
ない

等
とう

で突
つ

き合
あわ

せ，

機
き

械
かい

的
てき

に保
ほ

持
じ

固
こ

定
てい

する方
ほう

法
ほう

である。

⑶ コネクタ接
せつ

続
ぞく

は，比
ひ

較
かく

的
てき

頻
ひん

繁
ぱん

に接
せつ

続
ぞく

替
が

えが行
おこな

われる可
か

能
のう

性
せい

のある箇
か

所
しょ

に使
し

用
よう

される。

⑷ 融
ゆう

着
ちゃく

接
せつ

続
ぞく

やメカニカルスプライスは永
えい

久
きゅう

接
せつ

続
ぞく

であり，コネクタ接
せつ

続
ぞく

は着
ちゃく

脱
だつ

可
か

能
のう

な接
せつ

続
ぞく

であ

る。
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【No. 13】 屋
おく

内
ない

に設
せっ

置
ち

する金
きん

属
ぞく

製
せい

のケーブルラックの施
せ

工
こう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないもの

はどれか。

⑴ アルミ製
せい

ケーブルラックは，支
し

持
じ

物
ぶつ

との間
あいだ

に異
い

種
しゅ

金
きん

属
ぞく

接
せっ

触
しょく

による腐
ふ

食
しょく

を起
お

こさないように措
そ

置
ち

する。

⑵ 温
おん

度
ど

変
へん

化
か

の大
おお

きな箇
か

所
しょ

に施
し

設
せつ

する直
ちょく

線
せん

部
ぶ

分
ぶん

の長
なが

いケーブルラックには，伸
しん

縮
しゅく

継
つぎ

手
て

金
かな

具
ぐ

を使
し

用
よう

する。

⑶ 使
し

用
よう

電
でん

圧
あつ

が 300 V以
い

下
か

の低
てい

圧
あつ

ケーブルの配
はい

線
せん

に使
し

用
よう

するケーブルラックには，B種
しゅ

接
せっ

地
ち

工
こう

事
じ

を

施
ほどこ

す必
ひつ

要
よう

がある。

⑷ ケーブルラック本
ほん

体
たい

相
そう

互
ご

は，ボルト等
とう

により機
き

械
かい

的
てき

，かつ電
でん

気
き

的
てき

に接
せつ

続
ぞく

する。

【No. 14】 あと施
せ

工
こう

アンカーの施
せ

工
こう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 締
しめ

付
つ

け方
ほう

式
しき

の金
きん

属
ぞく

拡
かく

張
ちょう

アンカーは，アンカーのサイズに適
てき

合
ごう

した重
おも

さの専
せん

用
よう

ハンマーと専
せん

用
よう

打
うち

込
こ

み棒
ぼう

を用
もち

いて拡
かく

張
ちょう

部
ぶ

を拡
かく

張
ちょう

する。

⑵ 打
うち

込
こ

み方
ほう

式
しき

の金
きん

属
ぞく

拡
かく

張
ちょう

アンカーは，施
せ

工
こう

終
しゅう

了
りょう

後
ご

に目
もく

視
し

又
また

は打
だ

音
おん

でアンカーが固
こ

着
ちゃく

されてい

ることを確
かく

認
にん

する。

⑶ カプセル方
ほう

式
しき

の接
せっ

着
ちゃく

系
けい

アンカーの打
うち

込
こ

み型
がた

は，カプセルを孔
こう

内
ない

に挿
そう

入
にゅう

し，その上
うえ

からアン

カー筋
きん

をハンマーなどで打
う

ち込
こ

んで埋
う

め込
こ

む。

⑷ カプセル方
ほう

式
しき

の接
せっ

着
ちゃく

系
けい

アンカーは，アンカー筋
きん

の埋
う

め込
こ

み後
ご

は，接
せっ

着
ちゃく

剤
ざい

が硬
こう

化
か

するまで，ア

ンカー筋
きん

が動
うご

かないように養
よう

生
じょう

する。

【No. 15】 施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

の作
さく

成
せい

にあたっての留
りゅう

意
い

事
じ

項
こう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 個
こ

人
じん

の考
かんが

えや技
ぎ

術
じゅつ

水
すい

準
じゅん

だけで計
けい

画
かく

せず，企
き

業
ぎょう

内
ない

の関
かん

係
けい

組
そ

織
しき

を活
かつ

用
よう

して，全
ぜん

社
しゃ

的
てき

な技
ぎ

術
じゅつ

水
すい

準
じゅん

で検
けん

討
とう

する。

⑵ 発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

の要
よう

求
きゅう

品
ひん

質
しつ

や施
せ

工
こう

上
じょう

の安
あん

全
ぜん

よりも，請
うけ

負
おい

者
しゃ

の利
り

益
えき

を最
さい

優
ゆう

先
せん

にした計
けい

画
かく

を策
さく

定
てい

する。

⑶ 施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

は，Jつの計
けい

画
かく

のみでなく，いくつかの代
だい

替
たい

案
あん

を作
つく

り比
ひ

較
かく

検
けん

討
とう

のうえ最
さい

適
てき

案
あん

を採
さい

用
よう

す

る。

⑷ 発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

から示
しめ

された工
こう

程
てい

が，最
さい

適
てき

であるとは限
かぎ

らないので，経
けい

済
ざい

性
せい

や安
あん

全
ぜん

性
せい

，品
ひん

質
しつ

の確
かく

保
ほ

を

考
こう

慮
りょ

して検
けん

討
とう

する。
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【No. 16】 施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

立
りつ

案
あん

時
じ

の事
じ

前
ぜん

調
ちょう

査
さ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 事
じ

前
ぜん

調
ちょう

査
さ

には，工
こう

事
じ

内
ない

容
よう

や契
けい

約
やく

条
じょう

件
けん

を把
は

握
あく

するための契
けい

約
やく

条
じょう

件
けん

の確
かく

認
にん

と現
げん

場
ば

の諸
しょ

条
じょう

件
けん

を把
は

握
あく

するための現
げん

場
ば

条
じょう

件
けん

の調
ちょう

査
さ

がある。

⑵ 現
げん

場
ば

条
じょう

件
けん

の調
ちょう

査
さ

は，調
ちょう

査
さ

項
こう

目
もく

が多
おお

いので，脱
だつ

落
らく

がないようにするためチェックリストを作
さく

成
せい

しておくのがよい。

⑶ 現
げん

場
ば

条
じょう

件
けん

の調
ちょう

査
さ

の精
せい

度
ど

を高
たか

めるためには，複
ふく

数
すう

の人
ひと

で調
ちょう

査
さ

したり，調
ちょう

査
さ

回
かい

数
すう

を重
かさ

ねるなど

により，個
こ

人
じん

的
てき

偶
ぐう

発
はつ

的
てき

な要
よう

因
いん

による錯
さく

誤
ご

や調
ちょう

査
さ

漏
も

れを取
と

り除
のぞ

くことが必
ひつ

要
よう

である。

⑷ 不
ふ

可
か

抗
こう

力
りょく

による損
そん

害
がい

の取
とり

扱
あつか

いや工
こう

事
じ

代
だい

金
きん

の支
し

払
はらい

条
じょう

件
けん

の確
かく

認
にん

は，現
げん

場
ば

条
じょう

件
けん

の調
ちょう

査
さ

に該
がい

当
とう

す

る。

【No. 17】 各
かく

種
しゅ

工
こう

程
てい

表
ひょう

の種
しゅ

類
るい

と特
とく

徴
ちょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ バーチャートは，横
よこ

軸
じく

に部
ぶ

分
ぶん

工
こう

事
じ

をとり，縦
たて

軸
じく

に各
かく

部
ぶ

分
ぶん

工
こう

事
じ

に必
ひつ

要
よう

な日
にっ

数
すう

をとる。

⑵ バーチャートは，図
ず

表
ひょう

の作
さく

成
せい

が容
よう

易
い

であり，各
かく

部
ぶ

分
ぶん

工
こう

事
じ

の工
こう

期
き

がわかりやすいので，総
そう

合
ごう

工
こう

程
てい

表
ひょう

として一
いっ

般
ぱん

的
てき

に使
し

用
よう

される。

⑶ ガントチャートは，縦
たて

軸
じく

に出
で

来
き

高
だか

比
ひ

率
りつ

をとり，横
よこ

軸
じく

に工
こう

期
き

をとって工
こう

事
じ

全
ぜん

体
たい

の出
で

来
き

高
だか

比
ひ

率
りつ

の累
るい

計
けい

を曲
きょく

線
せん

で表
あらわ

す。

⑷ ガントチャートは，工
こう

事
じ

全
ぜん

体
たい

の出
で

来
き

高
だか

比
ひ

率
りつ

の累
るい

計
けい

はよくわかるが，部
ぶ

分
ぶん

工
こう

事
じ

の進
しん

捗
ちょく

度
ど

合
あ

いは

わかりにくい。

【No. 18】 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の工
こう

程
てい

管
かん

理
り

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 管
かん

理
り

図
ず

や散
さん

布
ぷ

図
ず

は，工
こう

事
じ

の工
こう

程
てい

管
かん

理
り

において一
いっ

般
ぱん

的
てき

に使
つか

われている工
こう

程
てい

表
ひょう

である。

⑵ 工
こう

程
てい

管
かん

理
り

とは，実
じっ

際
さい

に進
しん

行
こう

している工
こう

事
じ

が工
こう

程
てい

計
けい

画
かく

どおりに進
しん

行
こう

するように調
ちょう

整
せい

することで

ある。

⑶ 工
こう

程
てい

計
けい

画
かく

と実
じっ

施
し

工
こう

程
てい

の間
あいだ

に生
しょう

じた差
さ

は，労
ろう

務
む

・機
き

械
かい

・資
し

材
ざい

及
およ

び作
さ

業
ぎょう

日
にっ

数
すう

など，あらゆる方
ほう

面
めん

から検
けん

討
とう

する必
ひつ

要
よう

がある。

⑷ 工
こう

程
てい

管
かん

理
り

に際
さい

しては，工
こう

程
てい

の進
しん

行
こう

状
じょう

況
きょう

を全
ぜん

作
さ

業
ぎょう

員
いん

に周
しゅう

知
ち

徹
てっ

底
てい

させ，作
さ

業
ぎょう

能
のう

率
りつ

を高
たか

めるよう

に努
ど

力
りょく

させることが重
じゅう

要
よう

である。

― 8 ―



DH-1EG学科B問題.smd  Page 9 21/08/06 14:42  v4.00

【No. 19】 工
こう

程
てい

管
かん

理
り

曲
きょく

線
せん

の代
だい

表
ひょう

的
てき

なものであるバナナ曲
きょく

線
せん

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，

適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ バナナ曲
きょく

線
せん

の上
じょう

方
ほう

許
きょ

容
よう

限
げん

界
かい

曲
きょく

線
せん

や下
か

方
ほう

許
きょ

容
よう

限
げん

界
かい

曲
きょく

線
せん

は，過
か

去
こ

の工
こう

事
じ

実
じっ

績
せき

データから作
さく

成
せい

さ

れる。

⑵ 予
よ

定
てい

工
こう

程
てい

曲
きょく

線
せん

がバナナ曲
きょく

線
せん

の許
きょ

容
よう

限
げん

界
かい

範
はん

囲
い

内
ない

に入
はい

らない場
ば

合
あい

は，一
いっ

般
ぱん

に不
ふ

合
ごう

理
り

な工
こう

程
てい

計
けい

画
かく

と

考
かんが

えられ，工
こう

程
てい

計
けい

画
かく

の調
ちょう

整
せい

を行
おこな

う必
ひつ

要
よう

がある。

⑶ バナナ曲
きょく

線
せん

によって管
かん

理
り

する予
よ

定
てい

工
こう

程
てい

曲
きょく

線
せん

や実
じっ

施
し

工
こう

程
てい

曲
きょく

線
せん

は，出
で

来
き

高
だか

累
るい

計
けい

曲
きょく

線
せん

で描
えが

かれ

る。

⑷ 実
じっ

施
し

工
こう

程
てい

曲
きょく

線
せん

が上
じょう

方
ほう

許
きょ

容
よう

限
げん

界
かい

曲
きょく

線
せん

より上
うえ

にくる場
ば

合
あい

は，工
こう

程
てい

遅
ち

延
えん

により突
とっ

貫
かん

工
こう

事
じ

を必
ひつ

要
よう

と

する場
ば

合
あい

が多
おお

く，最
さい

適
てき

手
しゅ

法
ほう

を考
かんが

えなければならない。

【No. 20】 JIS Q 9000：2015の品
ひん

質
しつ

マネジメントシステム挨基
き

本
ほん

及
およ

び用
よう

語
ご

における品
ひん

質
しつ

特
とく

性
せい

の定
てい

義
ぎ

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 要
よう

求
きゅう

事
じ

項
こう

に関
かん

連
れん

する，対
たい

象
しょう

に本
ほん

来
らい

備
そな

わっている特
とく

性
せい

⑵ 特
とく

徴
ちょう

付
づ

けている性
せい

質
しつ

⑶ 測
そく

定
てい

結
けっ

果
か

に影
えい

響
きょう

を与
あた

え得
え

る特
とく

性
せい

⑷ 対
たい

象
しょう

に本
ほん

来
らい

備
そな

わっている特
とく

性
せい

の集
あつ

まりが，要
よう

求
きゅう

事
じ

項
こう

を満
み

たす程
てい

度
ど

【No. 21】 品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

で使
し

用
よう

される�特
とく

性
せい

要
よう

因
いん

図
ず

�に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ データの存
そん

在
ざい

する範
はん

囲
い

をいくつかの区
く

間
かん

に分
わ

け，それぞれの区
く

間
かん

に入
はい

るデータの数
かず

を度
ど

数
すう

とし

て高
たか

さに表
あらわ

した図
ず

である。

⑵ 不
ふ

良
りょう

，クレーム，故
こ

障
しょう

，事
じ

故
こ

などの問
もん

題
だい

の解
かい

決
けつ

にあたり，原
げん

因
いん

別
べつ

，結
けっ

果
か

別
べつ

に分
ぶん

類
るい

し，大
おお

きい

順
じゅん

に並
なら

べ，棒
ぼう

グラフと累
るい

計
けい

曲
きょく

線
せん

で表
あらわ

した図
ず

である。

⑶ 問
もん

題
だい

とする特
とく

性
せい

と，それに影
えい

響
きょう

を及
およ

ぼしていると思
おも

われる要
よう

因
いん

との関
かん

連
れん

を整
せい

理
り

して，魚
さかな

の骨
ほね

のような図
ず

に体
たい

系
けい

的
てき

にまとめたものである。

⑷ Lつの対
つい

になったデータをグラフ用
よう

紙
し

の上
うえ

に点
てん

で表
あらわ

した図
ず

であり，対
つい

になったデータの関
かん

係
けい

が

わかる。
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【No. 22】 ツイストペアケーブルの測
そく

定
てい

試
し

験
けん

項
こう

目
もく

であるワイヤマップの試
し

験
けん

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，

適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 信
しん

号
ごう

が一
いっ

端
たん

から他
た

端
たん

へ伝
でん

搬
ぱん

するために要
よう

する時
じ

間
かん

を測
そく

定
てい

するものである。

⑵ ツイストペアケーブルの各
かく

心
しん

線
せん

について，正
ただ

しい対
つい

組
く

み合
あ

わせ，対
つい

反
はん

転
てん

や対
つい

交
こう

差
さ

等
とう

，ケーブル

両
りょう

端
たん

の接
せつ

続
ぞく

状
じょう

態
たい

を確
かく

認
にん

するものである。

⑶ 任
にん

意
い

のL対
つい

においてJ対
つい

を送
そう

信
しん

回
かい

線
せん

として，残
のこ

りのJ対
つい

を受
じゅ

信
しん

回
かい

線
せん

とし受
じゅ

信
しん

回
かい

線
せん

に漏
も

れてくる

近
きん

端
たん

側
がわ

の受
じゅ

信
しん

レベルを測
そく

定
てい

するものである。

⑷ 送
そう

信
しん

端
たん

に信
しん

号
ごう

を入
にゅう

力
りょく

し，受
じゅ

信
しん

端
たん

で信
しん

号
ごう

の減
げん

衰
すい

量
りょう

を測
そく

定
てい

するものである。

【No. 23】 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

における安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

責
せき

任
にん

者
しゃ

の職
しょく

務
む

として，�労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

令
れい

�上
じょう

，

誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 協
きょう

議
ぎ

組
そ

織
しき

の設
せっ

置
ち

及
およ

び運
うん

営
えい

⑵ 統
とう

括
かつ

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

責
せき

任
にん

者
しゃ

から連
れん

絡
らく

を受
う

けた事
じ

項
こう

の関
かん

係
けい

者
しゃ

への連
れん

絡
らく

⑶ 統
とう

括
かつ

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

責
せき

任
にん

者
しゃ

との連
れん

絡
らく

⑷ 当
とう

該
がい

請
うけ

負
おい

人
にん

がその仕
し

事
ごと

の一
いち

部
ぶ

を他
た

の請
うけ

負
おい

人
にん

に請
う

け負
お

わせている場
ば

合
あい

における当
とう

該
がい

他
た

の請
うけ

負
おい

人
にん

の

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

責
せき

任
にん

者
しゃ

との作
さ

業
ぎょう

間
かん

の連
れん

絡
らく

及
およ

び調
ちょう

整
せい

【No. 24】 墜
つい

落
らく

による危
き

険
けん

防
ぼう

止
し

のための措
そ

置
ち

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，�労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

令
れい

�上
じょう

，

誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 折
お

りたたみ式
しき

脚
きゃ

立
たつ

には，脚
あし

と水
すい

平
へい

面
めん

との角
かく

度
ど

が 75度
ど

で，その角
かく

度
ど

を保
たも

つための金
かな

具
ぐ

を備
そな

えた

ものを使
し

用
よう

する。

⑵ 深
ふか

さが 1.8mの箇
か

所
しょ

での作
さ

業
ぎょう

であるため労
ろう

働
どう

者
しゃ

が昇
しょう

降
こう

するための設
せつ

備
び

を設
せっ

置
ち

する。

⑶ 移
い

動
どう

はしごは，幅
はば

が 25 cmのものとし，すべり止
ど

め装
そう

置
ち

を取
と

り付
つ

ける。

⑷ 踏
ふ

み抜
ぬ

きの危
き

険
けん

がある屋
や

根
ね

の上
うえ

で作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

うため，幅
はば

30 cmの歩
あゆ

み板
いた

を設
もう

け，防
ぼう

網
もう

を張
は

る。
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【No. 25】 労
ろう

働
どう

者
しゃ

を常
じょう

時
じ

就
しゅう

業
ぎょう

させる場
ば

所
しょ

において，作
さ

業
ぎょう

の区
く

分
ぶん

が普
ふ

通
つう

の作
さ

業
ぎょう

の場
ば

合
あい

の作
さ

業
ぎょう

面
めん

の

照
しょう

度
ど

として，�労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

令
れい

�上
じょう

，正
ただ

しいものはどれか。

⑴ 50 lx以
い

上
じょう

⑵ 80 lx以
い

上
じょう

⑶ 150 lx以
い

上
じょう

⑷ 200 lx以
い

上
じょう

【No. 26】 移
い

動
どう

式
しき

足
あし

場
ば

の安
あん

全
ぜん

確
かく

保
ほ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，�労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

令
れい

�上
じょう

，

誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ わく組
ぐみ

構
こう

造
ぞう

部
ぶ

の外
そと

側
がわ

空
くう

間
かん

を昇
しょう

降
こう

路
ろ

とする構
こう

造
ぞう

の移
い

動
どう

式
しき

足
あし

場
ば

では，同
どう

一
いつ

面
めん

より同
どう

時
じ

にL名
めい

以
い

上
じょう

の者
もの

が昇
しょう

降
こう

しないようにする。

⑵ おうとつが著
いちじる

しい場
ば

所
しょ

で移
い

動
どう

式
しき

足
あし

場
ば

を使
し

用
よう

するときは，ジャッキにより作
さ

業
ぎょう

床
ゆか

の水
すい

平
へい

を保
ほ

持
じ

する。

⑶ 移
い

動
どう

式
しき

足
あし

場
ば

の上
うえ

では，移
い

動
どう

はしごや脚
きゃ

立
たつ

を使
し

用
よう

しない。

⑷ 労
ろう

働
どう

者
しゃ

を乗
の

せた状
じょう

態
たい

で移
い

動
どう

式
しき

足
あし

場
ば

を移
い

動
どう

させる。

【No. 27】 移
い

動
どう

式
しき

クレーンの安
あん

全
ぜん

確
かく

保
ほ

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，�労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

令
れい

�上
じょう

，

誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 移
い

動
どう

式
しき

クレーンを用
もち

いて荷
に

をつり上
あ

げるときは，外
はず

れ止
ど

め装
そう

置
ち

を使
し

用
よう

しなければならない。

⑵ 移
い

動
どう

式
しき

クレーンに係
かか

る作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

う場
ば

合
あい

であって，ハッカーを用
もち

いて玉
たま

掛
が

けをした荷
に

がつり上
あ

げられているときは，つり上
あ

げられている荷
に

の下
した

に労
ろう

働
どう

者
しゃ

を立
た

ち入
い

らせることができる。

⑶ 移
い

動
どう

式
しき

クレーンにその定
てい

格
かく

荷
か

重
じゅう

をこえる荷
か

重
じゅう

をかけて使
し

用
よう

することはできない。

⑷ つり上
あ

げ荷
か

重
じゅう

がJt以
い

上
じょう

Tt未
み

満
まん

の移
い

動
どう

式
しき

クレーンの運
うん

転
てん

（道
どう

路
ろ

上
じょう

を走
そう

行
こう

させる運
うん

転
てん

を除
のぞ

く。）の業
ぎょう

務
む

については，小
こ

型
がた

移
い

動
どう

式
しき

クレーン運
うん

転
てん

技
ぎ

能
のう

講
こう

習
しゅう

を修
しゅう

了
りょう

した者
もの

を当
とう

該
がい

業
ぎょう

務
む

に就
つ

か

せることができる。
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.28〜 No.32 までの�問
もん

題
だい

は，施
せ

工
こう

管
かん

理
り

法
ほう

（応
おう

用
よう

能
のう

力
りょく

）の必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですので

全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

【No. 28】 光
ひかり

ファイバケーブルの架
が

空
くう

配
はい

線
せん

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，次
つぎ

の①〜④のうち�有
ゆう

線
せん

電
でん

気
き

通
つう

信
しん

法
ほう

令
れい

�上
じょう

，正
ただ

しいもののみを全
すべ

て挙
あ

げているものはどれか。

① 道
どう

路
ろ

の縦
じゅう

断
だん

方
ほう

向
こう

に架
が

空
くう

配
はい

線
せん

を行
おこな

うにあたり，その架
が

空
くう

配
はい

線
せん

の路
ろ

面
めん

からの高
たか

さを:

mとする。

② 横
おう

断
だん

歩
ほ

道
どう

橋
きょう

の上
うえ

に架
が

空
くう

配
はい

線
せん

を行
おこな

うにあたり，その架
が

空
くう

配
はい

線
せん

の横
おう

断
だん

歩
ほ

道
どう

橋
きょう

の路
ろ

面
めん

か

らの高
たか

さをLmとする。

③ 他
た

人
にん

が設
せっ

置
ち

した架
が

空
くう

通
つう

信
しん

ケーブルと平
へい

行
こう

して架
が

空
くう

配
はい

線
せん

を行
おこな

うにあたり，その架
が

空
くう

通
つう

信
しん

ケーブルとの離
り

隔
かく

距
きょ

離
り

を 40 cmとする。

④ 他
た

人
にん

の建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

の側
そく

方
ほう

に架
が

空
くう

配
はい

線
せん

を行
おこな

うにあたり，その建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

との離
り

隔
かく

距
きょ

離
り

を 35 cm

とする。

⑴ ①②

⑵ ①③

⑶ ②④

⑷ ③④
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【No. 29】 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

における法
ほう

令
れい

に基
もと

づく申
しん

請
せい

書
しょ

等
とう

とその提
てい

出
しゅつ

先
さき

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，次
つぎ

の①〜

④のうち適
てき

当
とう

なもののみを全
すべ

て挙
あ

げているものはどれか。

① つり足
あし

場
ば

を 90 日
にち

間
かん

設
せっ

置
ち

するため，機
き

械
かい

等
とう

設
せっ

置
ち

届
とどけ

を所
しょ

轄
かつ

労
ろう

働
どう

基
き

準
じゅん

監
かん

督
とく

署
しょ

長
ちょう

に届
とど

け

出
で

る。

② 騒
そう

音
おん

規
き

制
せい

法
ほう

の指
し

定
てい

地
ち

域
いき

内
ない

で，特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

を伴
ともな

う建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

を施
せ

工
こう

するため，特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

実
じっ

施
し

届
とどけ

出
で

書
しょ

を市
し

町
ちょう

村
そん

長
ちょう

に届
とど

け出
で

る。

③ 道
どう

路
ろ

において工
こう

事
じ

を行
おこな

うため，道
どう

路
ろ

使
し

用
よう

許
きょ

可
か

申
しん

請
せい

書
しょ

を道
どう

路
ろ

管
かん

理
り

者
しゃ

に提
てい

出
しゅつ

して許
きょ

可
か

を受
う

ける。

④ 限
げん

度
ど

超
ちょう

過
か

車
しゃ

両
りょう

（特
とく

殊
しゅ

車
しゃ

両
りょう

）による建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の運
うん

搬
ぱん

のため，特
とく

殊
しゅ

車
しゃ

両
りょう

通
つう

行
こう

許
きょ

可
か

申
しん

請
せい

書
しょ

を所
しょ

轄
かつ

警
けい

察
さつ

署
しょ

長
ちょう

に提
てい

出
しゅつ

して許
きょ

可
か

を受
う

ける。

⑴ ①②

⑵ ①③

⑶ ②④

⑷ ③④

【No. 30】 タクト工
こう

程
てい

表
ひょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，次
つぎ

の①〜④のうち適
てき

当
とう

なもののみを全
すべ

て挙
あ

げてい

るものはどれか。

① 縦
たて

軸
じく

にその建
たて

物
もの

の階
かい

層
そう

を取
と

り，横
よこ

軸
じく

に出
で

来
き

高
だか

比
ひ

率
りつ

を取
と

った工
こう

程
てい

表
ひょう

である。

② 高
こう

層
そう

ビルの基
き

準
じゅん

階
かい

などの繰
く

り返
かえ

し行
おこな

われる作
さ

業
ぎょう

の工
こう

程
てい

管
かん

理
り

に適
てき

している。

③ 全
ぜん

体
たい

の稼
か

働
どう

人
にん

数
ずう

の把
は

握
あく

が容
よう

易
い

で，工
こう

期
き

の遅
おく

れなどによる変
へん

化
か

への対
たい

応
おう

が容
よう

易
い

であ

る。

④ バーチャート工
こう

程
てい

表
ひょう

に比
くら

べ，他
た

の作
さ

業
ぎょう

との関
かん

連
れん

性
せい

が理
り

解
かい

しづらい。

⑴ ①②

⑵ ①④

⑶ ②③

⑷ ③④
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【No. 31】 墜
つい

落
らく

，飛
ひ

来
らい

又
また

は落
らっ

下
か

による危
き

険
けん

を防
ぼう

止
し

するための措
そ

置
ち

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，次
つぎ

の①〜

④のうち�労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

令
れい

�上
じょう

，正
ただ

しいもののみを全
すべ

て挙
あ

げているものはどれか。

① 高
たか

さDmの高
こう

所
しょ

からの物
ぶっ

体
たい

の投
とう

下
か

であるため，投
とう

下
か

設
せつ

備
び

の設
せっ

置
ち

及
およ

び監
かん

視
し

人
にん

の配
はい

置
ち

を行
おこな

わずに物
ぶっ

体
たい

を投
とう

下
か

する。

② 作
さ

業
ぎょう

のため物
ぶっ

体
たい

が飛
ひ

来
らい

することにより労
ろう

働
どう

者
しゃ

に危
き

険
けん

を及
およ

ぼすおそれがあるため，

飛
ひ

来
らい

防
ぼう

止
し

の設
せつ

備
び

を設
もう

け，労
ろう

働
どう

者
しゃ

に保
ほ

護
ご

具
ぐ

を使
し

用
よう

させる。

③ 作
さ

業
ぎょう

のため物
ぶっ

体
たい

が落
らっ

下
か

することにより，労
ろう

働
どう

者
しゃ

に危
き

険
けん

を及
およ

ぼすおそれがあるため，

要
よう

求
きゅう

性
せい

能
のう

墜
つい

落
らく

制
せい

止
し

用
よう

器
き

具
ぐ

を安
あん

全
ぜん

に取
と

り付
つ

けるための設
せつ

備
び

を設
もう

ける。

④ 高
たか

さがLmの作
さ

業
ぎょう

床
ゆか

の開
かい

口
こう

部
ぶ

の周
しゅう

囲
い

に囲
かこ

いを設
もう

ける。

⑴ ①③

⑵ ①④

⑶ ②③

⑷ ②④

【No. 32】 電
でん

気
き

による危
き

険
けん

の防
ぼう

止
し

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

として，次
つぎ

の①〜④のうち�労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

令
れい

�

上
じょう

，正
ただ

しいもののみを全
すべ

て挙
あ

げているものはどれか。

① 停
てい

電
でん

作
さ

業
ぎょう

の終
しゅう

了
りょう

後
ご

の通
つう

電
でん

にあたっては，当
とう

該
がい

作
さ

業
ぎょう

に従
じゅう

事
じ

する労
ろう

働
どう

者
しゃ

に感
かん

電
でん

の危
き

険
けん

のないこと及
およ

び短
たん

絡
らく

接
せっ

地
ち

器
き

具
ぐ

を取
と

りはずしたことを確
かく

認
にん

してから行
おこな

う。

② 架
が

空
くう

電
でん

線
せん

の充
じゅう

電
でん

電
でん

路
ろ

に近
きん

接
せつ

する場
ば

所
しょ

で建
たて

物
もの

の修
しゅう

理
り

の作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

うにあたり，当
とう

該
がい

作
さ

業
ぎょう

に従
じゅう

事
じ

する労
ろう

働
どう

者
しゃ

が作
さ

業
ぎょう

中
ちゅう

に感
かん

電
でん

のおそれがあるため，作
さ

業
ぎょう

場
ば

所
しょ

に注
ちゅう

意
い

看
かん

板
ばん

を設
せっ

置
ち

して作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

う。

③ 分
ぶん

電
でん

盤
ばん

の電
でん

路
ろ

を開
かい

路
ろ

し，その電
でん

路
ろ

の点
てん

検
けん

作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

う場
ば

合
あい

，開
かい

路
ろ

した開
かい

閉
へい

器
き

に�通
つう

電
でん

禁
きん

止
し

�の表
ひょう

示
じ

をする。

④ 電
でん

気
き

機
き

械
かい

器
き

具
ぐ

の充
じゅう

電
でん

部
ぶ

分
ぶん

に設
もう

けた感
かん

電
でん

を防
ぼう

止
し

するための囲
かこ

いは，1年
ねん

にJ回
かい

その損
そん

傷
しょう

の有
う

無
む

を点
てん

検
けん

し，異
い

常
じょう

を認
みと

めたときは，直
ただ

ちに補
ほ

修
しゅう

する。

⑴ ①②

⑵ ①③

⑶ ②④

⑷ ③④

― 14 ―


